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技術短期大学部や専門学校は医学部保健学科に
次々と改組された。
　ところが、千葉大学看護学部は、このような看
護の大学教育化の急速な流れとは全く別に、医学
部看護学科でもなく専門学校の昇格でもなく、国
立の総合大学である千葉大学に独立した学部組織
として昭和50年に設置され、今年で35年を迎えて
いる。しかし、看護の大学教育がほとんど行われ
ていなかった時代に、なぜ国立の総合大学である
千葉大学に独立した看護学部が設置されたのか、
その経緯はほとんど明らかになっていない。
　そこで、千葉大学看護学部を設置した文部省
（当時）側及び教員側双方の視点から千葉大学看護
学部創設の経緯とその特徴を明らかにし、千葉大
Ⅰ．は じ め に
　看護の大学教育化の急速な進展は、平成4年に
「看護師等の人材確保の促進に関する法律」が制定
されたことに端を発する。この法律により、当時
新設が急ピッチで進められていた国立医科大学に
医学部看護学科が新設され、既設の国立大学医療
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要　旨
　本研究の目的は、千葉大学看護学部創設の経緯とその特徴について、看護学部を設置した文部省
（当時）側及び教員側双方の視点から明らかにし、千葉大学看護学部及び我が国の看護学教育の将来
のあり方について考察することである。
　まず、設置申請時の記録や、当時の保健医療福祉の状況を示す資料等を収集し、千葉大学看護学部
設置に至る概要を整理した。次に、設置に関わった文部省（当時）担当官及び設置準備に関わった教
員、設置後に着任した教員計５名に、①当時、看護に大学教育が必要と判断した理由、②国立大学の
うちなぜ千葉大学に看護学部が設置されたのか、③看護学部創設当時の医療・保健・看護の状況、④
大学教員はどのような考えのもとに確保したのか、⑤大学教育に「保健婦助産婦看護婦学校養成所指
定規則（当時）」を適用することについての考え方、⑥今後、千葉大学看護学部に期待すること、に
ついてインタビュー調査を実施した。
　その結果、千葉大学看護学部の設置は、当時、医師養成のニーズに応えて医科大学を次々と新設整
備する中で、医学教育課長が個人的に抱いた「医師養成と比して医療技術者養成体制はなぜかくも脆
弱なのか」という疑問が出発点であったことが明らかになった。文部省は、大学設置の権限とノウハ
ウを最大限に活用してさまざまな行政的支援を行い、千葉大学側はそれに応えて看護学部創設準備
室を設置し、その翌年には新学部設置という異例の早さで看護学部設置を現実のものとした。しか
し、当時の看護界は教員が育っておらず、大学教育を前提とした免許制度になっていなかったことか
ら、教員の確保や教育内容の確立に多大な苦労があった。
　昭和50年に千葉大学看護学部が設置されて以来、35年が経過しているが、これらの課題は今なお存
在し、抜本的な改革には至っていない。千葉大学看護学部は、これら未解決の課題に学問的見地から
応えていく使命をもっていることが示唆された。
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学看護学部及び我が国の看護学教育の将来のあり
方を考える一助としたいと考え、本研究に取り組
んだ。
Ⅱ．研 究 目 的
　千葉大学看護学部創設の経緯とその特徴につい
て、看護学部を設置した文部省（当時）側及び教
員側双方の視点から明らかにし、千葉大学看護学
部及び我が国の看護学教育の将来のあり方につい
て考察する。
Ⅲ．研 究 方 法
１．文献調査
　千葉大学看護学部設置申請時の記録や、当時の
保健医療福祉の状況を示す資料等を収集し、千葉
大学看護学部設置に至る概要を整理した。
２．インタビュー調査
（１）インタビュー対象者：千葉大学看護学部設置
に関わった文部省（当時）担当官及び千葉大学看
護学部設置準備に関わった教員、設置後に着任し
た教員
（２）インタビュー方法：１～２時間程度の半構成
的面接を実施し、対象者の許可を得て録音した。
（３）インタビュー内容：①当時、看護に大学教育
が必要と判断した理由、②国立大学のうちなぜ千
葉大学に看護学部が設置されたのか、③看護学部
創設当時の医療・保健・看護の状況、④大学教員
はどのような考えのもとに確保したのか、⑤大学
教育に「保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則
（当時）」を適用することについての考え方、⑥今
後、千葉大学看護学部に期待すること、等。
（４）分析方法
　インタビューデータは逐語録に起こし、上記イ
ンタビュー内容について語られている部分を抽出
した。抽出部分を研究者が意味のとおる文章に整
理し、各対象者が、千葉大学看護学部の成り立ち
の経緯についてどのように捉えているのかを個別
に分析した。
（５）倫理的配慮
　千葉大学看護学部設置に関わった人物は限定さ
れており、たとえ匿名化したとしても、既存の資
料等から個人の特定が可能である。また、本研究
の目的を達成するためには、個人の立場と判断を
明らかにすることが不可欠である。そこで、対象
者には、本研究が個人情報を含めた公表を前提と
しているものであること、本研究への協力は本人
の自由意思に基づくものであり協力を断っても一
切不利益のないことを十分説明し、承諾を得て実
施した。収集した個人情報は、事前に対象者本人
に確認を依頼し、本人の承諾を得た上で公表した。
Ⅳ．研 究 結 果
１．千葉大学看護学部設置に至る概要
　設置に至る概要を表１に整理した。
２．千葉大学看護学部創設の経緯とその特徴
　当時、文部省医学教育課長であった齋藤諦淳氏
および医学教育課看護教育係長の南雲修氏、齋藤
諦淳氏に打診を受けて看護学部創設準備委員会委
員となった薄井坦子氏、当時千葉大学医学部助教
授で看護学部創設準備委員会委員となった石川稔
生氏、看護学部設置後２年目に相当する昭和５１年
に助教授として着任した平山朝子氏にインタ
ビューを実施した。
（１）当時、看護に大学教育が必要と判断した理由
　当時、医学教育課長であった齋藤諦淳氏は、看
護に大学教育が必要と判断した理由について、以
下のように述べている。
　『当時医療需要は増え医療関係の人材を養成しなけ
ればならない。医師だけでなく、医療関係全体の人材
不足。そういう意味で、看護婦を増やすべし、という
判断があった。看護は医療短大設置が関の山で、４年
制大学設置まで及ばなかった。指導者不足と、文部省
予算の制約、その両方の理由で大学は出来なかった。
それではいけないという事で、４年制の看護学部を創
ろうと考えたわけです。…他の分野では、大学教育を
受けた人材が余っているのに、一方で看護領域では大
学教育を受けた人材がいないというのはおかしいじゃ
ないか、というのが、私の一番の気持ちです。』
　齋藤氏から看護学部創設準備委員会委員の打診
を受けた薄井坦子氏は、医学教育課長の熱意が国
立大学初の看護学部設置の出発点であったことを、
以下のように語っている。
　『昭和４９年の４月に文部省から準備委員になって欲
しいという打診があって…何故看護教育が各種学校で
おこなわれているのか、という問いが課長からあった
と。どうして、看護教育だけが各種学校なのかと。私
はこれが一番だと思っていますよ。文部省が動かな
かったら、何事も始まらないですものねえ。』
（２）国立大学のうちなぜ千葉大学に看護学部が設
置されたのか
　国立大学のうち千葉大学が選ばれた理由につい
て、齋藤氏は、以下のように述べている。
　『せめて看護学部を一つは創りたいという希望は
思っていました。創るなら中心部に創らざるを得ない
という事で、関東一圏を考えたわけです。…東大では
駄目だとなると、千葉大学が非常にいいんじゃないか
ということです。千葉大学は立派な新しい病院を創っ
た（昭和４８年）ので、看護婦の育成も条件としていい
だろう。また、千葉大学は、新しく学部をつくる気持
ちを持っていました。』
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表１　千葉大学看護学部設置に至る概要
文　部　省千　葉　大　学月西暦年（元号）
医科大学等設置調査会看護学部部会設置１９７３年（昭和４８年）
看護学部創設に関する検討を始める３
医科大学等設置調査会看護学部部会におい
て、看護学部の設置について検討を開始し
た
５
文部省大学学術局長と千葉大学学長が用談
の際、局長から、看護学部新設構想が千葉
大学学長に説明された
６ 
医学教育課課長補佐より、千葉大学経理部
長に、看護学部創設構想の概要について説
明された
事務局長を中心に、附属病院事務部長、医
学部事務長を加えて、今後の打合せを行っ
た
その結果、看護学部検討に関する計画事務
を医学部および附属病院が中心になってあ
たることを内定した
学長は、医学部長、附属病院長に看護学部
構想について説明し、今後は医学部および
病院において検討することとなった
６ 
医科大学等設置調査会看護学部部会「看護
学部設置についての中間まとめ」が部会長
より、文部大臣に提出された
 １１９７４年（昭和４９年）
医学部において第１回看護学部設立検討委
員会が開設された２
千葉大学看護学部の創設準備組織要項が大
臣裁定された千葉大学看護学部創設準備室を設置した４ 
昭和４９年度予算成立
看護学部創設準備として教授１、事務官１、
看護学部創設準備費が積算された
看護学部創設準備室長、医学部長他と学外
の看護系教員４名が会談した
看護系教員４名が千葉大学看護学部創設準
備委員会委員に就任することを内諾した
４ 
看護学部創設準備委員会委員（１３名）が発
令された
第１回看護学部創設準備委員会において、
カリキュラム専門委員会、施設・設備専門委
員会、人事専門委員会、組織・規程専門委
員会を設置することを決定した
５ 
昭和５０年度政府予算案が確定し、千葉大学
に国立大学で初めての看護学部が創設され
ることとなった
１１９７５年（昭和５０年）
大学設置審議会保健衛生学専門委員会が開
催され審査が行われた
千葉大学看護学部設置計画書（本審査用）
を文部省に提出した１
大学設置審議会委員並びに文部省担当事務
官が来学し、看護学部設置にかかる実地審
査が行われた
第４回看護学部創設準備委員会が開催され
た
１０講座１９名の看護学部専任教官と７名の非
常勤講師の予定者を決定した
２ 
国立学校設置法の一部を改正する法律案が
参議院で可決し、衆議院に回付された
参議院から回付された国立学校設置法の一
部を改正する法律が衆議院で可決成立した
国立学校設置法の一部を改正する法律（昭
和５０年法律第２７号）の公布、施行により、
千葉大学看護学部が設置された
昭和５０年度千葉大学看護学部入学者選抜試
験が行われた４ 
昭和５０年度千葉大学看護学部入学式を挙行
した
看護学部入学者の授業が開始された
５
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　さらに、当時、医学教育課看護教育係長であっ
た南雲修氏は、この事情についてもう少し詳しく、
以下のように述べている。
　『最初に東大に医療短大を創るという話を始めたの
ですよ。昭和３４、５年ごろですか。それを東大がけっ
とばしたのです。それで大阪大学に医療短大創ったの
です。…地の利を考えれば、都心で、場所的にもス
ペースとしても千葉しかないと。』
（３）看護学部創設当時の医療・保健・看護の状況
　看護学部創設当時の医療・保健・看護の状況に
ついては、齋藤氏が「わが国の医師養成について」
１）と題した論文において、「…大局的に見れば、工
業技術や経済優先の成長社会から、人間の心身の
安穏を保障する医療、福祉社会へ転換しようとす
る、基本的には慶賀すべき兆しが、医療需要の増
大－医師養成の拡充などとなって現われてきてい
るのである。」「それよりも深刻なのは、看護婦又
は医療技術者の養成問題である。問題が深刻なの
に、それが医師養成のように、国民的議論の対象
にもならない、絶望的な状態なのである。」と述べ
ている。これを補って、齋藤氏は、以下のように
述べている。
　『以下のような２つ事情があった。１つは、A大学
の採血ミス事件。もう１つは、B大学の事件で両方とも
看護婦がずいぶん責められました。責められるという
事は、それだけ高度な技術を駆使しなければならない
という事ではないかと自分は考えた。看護婦のレベル
を上げなければならないと。』
（４）大学教員はどのような考えのもとに確保した
のか
　当時、教員をどのように集めるかが大きな課題
であった。このことについて、薄井氏は以下のよ
うに述べている。
　『準備委員会で千葉大学教授の選考が始まり、文部
省の課長さんからは、看護職の教授を半数以上にする
ようにと言われていたのですが、実際に千葉大学教授
の基準に照らすと、教授になれる人がいないのですよ。
…だから半分以上と言われても、教授がいない形で出
発せざるをえなかった。課長があれだけ頑張ってくだ
さったにもかかわらず、やっぱり看護界が育ってな
かったからしょうがないですよ、そこは。』
　また、南雲氏は、大学設置事務を担当する立場
から、看護学部の人事面において医師教員が優勢
にならないように文部省としていかに配慮してい
たかを以下のように語っている。
　『とにかくマスター（大学院修士課程）を作ること
が絶対条件だったですよ。…マスター作るには○合教
員が必要なのですよ。○合が取れるかどうかに苦労し
たのですよ。学歴、研究歴が少なくて、最初通らな
かった。とにかく当時は医師教官がだぶついていまし
たから、…医学部の先生方の場所確保ですよ。でも僕
はそれだめだって言うのですよ。教授または助教授が
4人はいないと大学院の担当ができませんから。それ
で4人は看護婦の資格を持って１人は論文指導できる
者にした。４人の根拠は指定規則で、国家試験を受け
るためには４人は看護婦でなくてはだめだということ
ですよ。』
（５）大学教育に指定規則を適用することについて
の考え方
　大学教育と「保健婦助産婦看護婦学校養成所指
定規則」をどのように整合をとるか、という課題
については、南雲氏が大学設置事務を担当した立
場から以下のように述べている。
　『これは学校教育としてやるのだから、カリキュラ
ムをチェックして指定するっていうこと自体がおかし
い。カリキュラムの編成は大学がやるべきものなので
すよ。大学教育においては、指定規則に拠らず、それ
相応の教育課程でやっていけばいいと思うのですよ。』
　また、当時、看護学部教授であった石川稔生氏
は、以下のように述べている。
　『（看護学部の）一期生が国家試験受けに行ったら、
（国家試験受験資格の欄に）○つけるところが無いわけ
だ。「どこに○つけるのですか」と聞いたら「３年課程
につけろ」と言われて、皆が「僕達、４年制大学出て
いるのですけど」と言ったら「そこへつければいいん
だ」と言われた。つまり、厚生省は大学も３年課程の中
に入れていて、大学を認めてない。そんなことは、看
護界はもちろん学生も知らなかった。』
　「保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則」に
規定された教育内容を盛り込みつつ、いかに大学
教育らしいカリキュラムを作成するか、という点
においても、設立当初から模索が続いていたよう
である。薄井氏は、以下のように述べている。
　『実地審査には、私も出席をしています。これは在
席しろと言われて、その事（カリキュラムに改善の余地
があるという意見）をはっきり聞いているんですね。
それを聞いていたから、カリキュラム改訂ができたの
ですが、この時につくられていたのは、指定規則そっ
くりのものでした。』
　看護学部設置後２年目に相当する昭和５１年に助
教授として着任した平山朝子氏も、当時の看護学
部カリキュラムについて、以下のように述べてい
る。
　『昭和５１年、私が社会保健学の担当教員として２年
目に就任したときは、看護師課程のカリキュラムに保
健師課程のカリキュラムをポンと乗っけるようなカリ
キュラムだった。』
（６）今後、千葉大学看護学部に期待すること
　インタビューの終わりに、創設にかかわった各
氏より、今後看護学部に期待することについて意
見を聞いた。齋藤氏は、『早く、千葉大学看護学部の
卒業生が頑張ってどんどん先生を育成して欲しい。期
待も一番大きい。』、南雲氏は、『千葉大が将来伸びて
いくためには、ドクターコ－スでちゃんとした教員養
成、研究者を生み出す必要がある。千葉大の大学院で
ドクターをとったら、ちゃんとできるという自負を
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持ってもらいたい。』と、期待を述べている。
　一方、薄井氏は、『はっきり言って非常に弱い。今
の時流に、何故竿ささないのか。看護の質の向上策を
きちんと示して欲しいのに、何か右往左往して、言葉
ばっかり…。』と苦言を呈し、また石川氏も『本当
のオリジナリティのある研究をしてくれっていう事。
…ある分野の世界のトップの人と対等に話しをするだ
けの力のある本当の大学、大学院になってないのが残
念。』と述べている。平山氏は、『今、看護師が自律
して行う仕事が拡大されており、自律が求められてい
る。…看護学の基礎をきちっと追究することを看護学
部に期待する。』と述べている。
Ⅴ．考　　　察
　以上のインタビューに見るように、千葉大学看
護学部の設置は、当時、医師養成のニーズに応え
て医科大学を次々と新設整備する中で、医学教育
課長が個人的に抱いた疑問、すなわち「医師養成
と比して医療技術者養成体制はなぜかくも脆弱な
のか」という疑問が出発点であった。そして、文
部省（当時）の大学設置の権限とノウハウを最大
限に活用して、さまざまな行政的支援を行ったこ
とがうかがえる。
　千葉大学側では、このような行政側の意向を受
けて医学部が中心となって創設準備室を設置し、
翌年には新学部設置という異例の早さで看護学部
設置に漕ぎつけた。この間の千葉大学側の情熱と
並々ならぬ労苦については、石川氏の「千葉大学
看護学部創立３０周年によせて　看護学部誕生ま
で」２）に詳述されている。とりわけ、当時の看護
界には人材（教員）が育っていなかったこと、看
護職の免許制度が大学教育を前提としたものに
なっていなかったことから、教員の確保や教育内
容の確立に多大な苦労があったことがわかる３）４）。
　昭和50年に千葉大学看護学部が設置されて以来、
35年が経過しているが、看護界は、未だに教員不
足に悩まされ続けている。さらに、保健師助産師
看護師学校養成所指定規則と大学教育との整合に
ついては、少しずつ改善が見られてきているもの
の、未だ抜本的な改革には至っていない。
　看護学は、人間のケアを追究する科学であり、
近年の保健医療福祉ニーズの複雑化や多様化等に
伴い、独自の学問領域として更なる深化発展を求
められている。齋藤氏は、「昭和５０年度には国立
で初めての看護学部が千葉大学に設けられた。こ
の看護学部の設置は医師養成問題の怒濤の中で、
将来みのがしえない歴史的実績になるのではない
かと、ひそかに観じている。」５）と述べているが、
千葉大学看護学部は、看護の大学教育がほとんど
行われていなかった時代に、先見の明をもって学
部を創設した人々の労苦に報い、これら未解決の
課題に学問的見地から応えていく使命をもってい
るのではないだろうか。
謝　　　辞
　本研究は大室が千葉大学在職時の平成２０年度に
受賞したベストティーチャー賞の賞金をもとに実
施したものであり、本研究を行うにあたり快くご
協力いただきました、当時の文部省担当官、看護
学部の先生方に心より深謝申し上げます。
〔引 用 文 献〕
１）齋藤諦淳：わが国の医師養成について．医学
のあゆみ，95（8），330－340，1975．
２）石川稔生：特別寄稿　千葉大学看護学部創立
３０周年によせて　看護学部誕生まで．エキス
パート・ナース，2005年7月号，2－9，2005．
３）薄井坦子：看護の原点を求めて．初版，日本
看護協会出版会，1987．
４）薄井坦子，他：看護基礎教育における教育課
程の評価に関する研究　分担１　教育課程構築
に至る研究過程の分析．宮崎県立看護大学紀要，
3（１），10－17，2002．
５）前掲書１），340．

